
船舶事故調査報告書 

平成２９年４月２０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 平成２８年１１月３日 １１時１０分ごろ 

発生場所 岡山県笠岡市北木島南方沖 

真鍋島港本
ほん

浦
うら

Ａ防波堤灯台から真方位２９６°１,８４０ｍ付近 

（概位 北緯３４°２１.９′ 東経１３３°３３.７′） 

事故の概要  プレジャーボート實方
じっかた

丸は、東進中、また、プレジャーボート原田
は ら だ

丸は、漂泊中、両船が衝突した。 

事故調査の経過 平成２８年１１月１８日、主管調査官（広島事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ プレジャーボート 實方丸、５トン未満（長さ６.０１ｍ） 

   ２７１－１８５１３岡山、個人所有 

Ｂ プレジャーボート 原田丸、５トン未満（長さ５.９１ｍ） 

   ２８１－３７０９３岡山、個人所有 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、二級小型・特殊・特定 

Ｂ 船長Ｂ、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 Ａ 左舷船首部に亀裂等 

Ｂ 左舷船尾部に破口等 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 西、風力 ２、視界 良好 

海象：波高 約０.５ｍ、潮汐 上げ潮の末期 

 事故の経過  Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、潮上りをしようと思い、手動操

舵により東進していた。 

 Ａ船は、船長Ａが、左舷船首方から接近する他船を視認し、同船の

船首方を通過しようと右舵を取ったところ、船首至近にＢ船を視認し

たが、何もできず、その左舷船首部とＢ船の左舷船尾部とが衝突し

た。 

 Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、船長Ｂの家族１人及び友人１人

を乗せて釣りを行いながら、漂泊していた。 

 船長Ｂは、期待した釣果が得られなかったので、釣りを終えて帰る

こととし、船首を東方に向けて舵輪を持った状態で、同乗者２人が釣

り糸を巻き上げるのを見ていたところ、左舷船尾方にＡ船を視認し

た。 

船長Ｂは、Ａ船がＢ船の左舷側を通過する態勢に見えたので、左舷

方を通過するものと思い、再び同乗者２人の様子を見ていたところ、

衝撃を感じた。 

分析  Ａ船は、船長Ａが、左舷船首方から接近する他船に注意を向け、見



 張りを適切に行っていなかったことから、Ｂ船に気付かずに右転し、

Ｂ船と衝突したものと考えられる。 

 Ｂ船は、船長Ｂが、同乗者２人が釣り糸を巻き上げるのを見てい

て、見張りを適切に行っていなかったことから、Ａ船が右転してＢ船

に向けて接近する態勢となったことに気付かずに漂泊を続け、Ａ船と

衝突したものと考えられる。 

原因  本事故は、Ａ船が東進中、Ｂ船が漂泊中、船長Ａ及び船長Ｂが共に

見張りを適切に行っていなかったため、両船が衝突したものと考えら

れる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・常時適切な見張りを行うこと。 

 

 


